
自分にとって未知の職業も世の

中にはたくさん存在する。講話

をきっかけに自分の将来像を考

え、自らが目指す職業人を描く

きっかけ作りをしてほしい。 

先輩から引き継いだ部活動や生

徒会活動の中心を担っていくの

は君たちだ。Sakura Time の

探究もいよいよ佳境に入る。自

らの課題と学問をつなげよう。 

総合型・推薦型も追い込みの時

期。繰り返しの練習あるのみ。

校外模試が毎週続く苦しい時期

に入るが、それが「普通」と感

じられればしめたもの。 

今後の予定（進路行事・テスト・模試関係） 

９/25（月）～28（木） 第 2回定例テスト 

10/７（土）  ３年進駿記述模試 

10/15（日）  ３年全統マーク模試 

（弘大会場） 

10/19（木）  １年職業人講話 

10/21（土）  ３年全統記述模試 

10/22（日）  ３年東北大オープン模試 

10/2７（金）～2８（土） ３年進駿マーク模試 

11/３（金）～４（土）  １・２年進研記述模試 

11/４（土）       ３年駿台実戦模試 

11/20（月）～24（金） 第 3回定例テスト 

11/25（土）～26（日） ３年全統プレテスト 

 温暖化ならぬ沸騰化とも言われた今夏、自分で納得のいく時間を過ごすことができただろうか。自らを豊

かに実らせることができるのは自分しかいない。 
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10 月 19 日（木）の５～７校時に１学年対象の職

業人講話を実施します。様々な分野で幅広く活躍し

ている８名の地域の職業人の方に来校していただ

き、お話しを伺います。この講話では、職業人の方の

お話しを通して、仕事の意義ややりがい、人の生き方

について思いを巡らすとともに、いかにして自己実

現を図り、社会に貢献していくのか考える機会とな

ります。職業人の方が経験してきたお話しから、今

Sakura Time で行っている探究活動（課題・問いの

設定⇒仮説を立てる⇒調査・実験を行う⇒結果をま

とめ、共有する）が、どのように活用されているのか

に気づいてもらえたらと思います。世の中で活躍し

ている方は、無意識に探究活動をしています。仕事を

するということの意味と日常に潜んでいる探究活動

に気づいてください。 

前号でお知らせした「大学模擬講義」の感想か

ら、講義を真剣に聴いて「自分ごと」としてとら

え、進路選択につなげてくれている様子が伝わり

ましたので、その一部要約を紹介します。 

 

         
 

・データマイニングはデータを蓄積、分析、解釈

する大変な作業ですが、この仕組みを企業に取り

入れることができると売り上げや業績の向上に繋

げられそうなのでもっと学んでみたいと思いまし

た。  （はこだて未来大学の模擬講義を聴講） 

 

        
 

・私は元から農学部に進学したいと思っていて、

稲作や林業とかを視野に考えていたのですが、今

回の講義を聴いて栄養学にも興味がわきました。

研究室を選ぶ参考になる体験ができて本当に良か

ったです。 

（弘前大学農学生命科学部の模擬講義を聴講） 

 

       
 

・次の総合的な探究の時間には今回の模擬講義を

契機として災害復興の心理的アプローチを探究し

ようと思いました。また、現在の原発への風評問

題も考えて多くの中央生に呼びかけていきたいと

思います。   （福島大学の模擬講義を聴講） 


